
「楽しい子育て全国キャンペーン」 

～家族で話そう！ 我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～ 

 

三行詩コンクール入賞作品 

 

小学生の部 

 

■学校賞   

羽咋市立邑知小学校 

 

■優秀賞 

渡辺 柑凪   羽咋市立西北台小学校 ２年 

きょうはなんでもない日。 

だけど、おとうさんにお花をプレゼント。 

おとうさんのすきな青いいろ。 

おとうさん、「きょう、父の日やったけ」とうれしがお。 

 

坂本 一颯   穴水町立穴水小学校 ２年 

おはよう、おやすみ、ありがとう、 

ごめんなさい 

かぞくをつなぐ まほうのことば 

 

山本  咲   金沢市立三馬小学校 ３年 

  おふろはね わたしとママのスペシャルタイム！ 

二人でゆっくりひみつのはなし 

たくさんしゃべって気もちもすっきり。 

 

吉野  結   羽咋市立邑知小学校 ４年 

  けんかしたら友達には 

「ごめん」って言って仲直りするけど 

家族は朝起きたら仲直りしてる 

心の中の「ごめん」が聞こえているのかな 

 

山下 幹太   羽咋市立邑知小学校 ６年 

やってきました この季節 

虫達つかまえ 持ち帰り 

母は困るが ぼく笑顔 

     

 

 

 

 



■佳作 

上谷 真大   宝達志水町立押水第一小学校 １年 

  おにいちゃん いつもやきゅうでいないから 

さみしいけど 

ぼくもおにいちゃんみたいにかっこよくなりたいな 

 

向  寿史   川北町立中島小学校 ２年 

おにいちゃんとけんかもたくさんあるけれど 

あさおきたら同じふとんであったかいな 

 

髙畠 有紗   小松市立中海小学校 ２年 

  わたしのだいじなしごと 

学校からかえったら 

大ばあちゃんの見まもりたい 

 

岩井 楓芽   羽咋市立羽咋小学校 ３年 

じしゅくして、やさい育てて 

毎週家でバーベキュー 

家族時間もえがおもおなかもいっぱいだ！！ 

 

岩谷 娃里   羽咋市立瑞穂小学校 ５年 

  ママのあだなは、かみなりだ 

おこるとピカッとつのはえて 

笑うとピカッと心が晴れる 

 

江川  遼   白山市立広陽小学校 ６年 

 大雨でびしょぬれになって家に帰った 

体がつめたくてとても寒かった 

でも、お母さんの「おかえり」は温かかった 

 

天木 美波   金沢市立三馬小学校 ６年 

 私がわらえば 

家族もわらう 

家族がわらえば 

私もわらう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中学生の部 

 

■学校賞   

七尾市立七尾中学校 

 

■優秀賞 

畑  千晴   七尾市立七尾中学校 １年 

  毎日絶対食卓に出るおみそ汁 

私もこの味 

受けつぎたい 

 

高井 颯太   七尾市立七尾中学校 ２年 

メジャー級の二刀流 

家事と仕事のオレの母 

たまには言おう 

ナイスプレー 

 

舩﨑 香遥   七尾市立七尾中学校 ３年 

 いつも言えない「ありがとう」 

母の日は少し頑張るよ 

手紙で伝える「ありがとう」 

 

道端 妃菜   穴水町立穴水中学校 ２年 

 一人で食べたら「しずかな食事」 

二人で食べたら「おいしい食事」 

家族で食べたら「楽しい食事」 

 

掃部 桃子   穴水町立穴水中学校 ２年 

我が家のある法則 

「探し物は意外と身近にある」という法則 

普段は分からない親の気持ちも 

意外とあった近くに 

私がたたんだ洗濯物の上の書き置き「ありがとう」の文字 

 

 

 



■佳作 

土本 綾乃   七尾市立七尾中学校 １年 

夕食は、 

テレビなんていらない。 

家族のいろんなニュースが 

もりだくさん。 

 

近間 光紗   七尾市立七尾中学校 ２年 

 夜勤明けの母 

起こさないように小さい声で 

ただいま。 

 

大坪 美月   七尾市立七尾中学校 ３年 

 けんかして意地張り合って出ていく朝。 

「いってきます」も言わない自分 

「ただいま」を言ってしまうのは何でだろう。 

 

西田 光希   七尾市立七尾中学校 ３年 

 毎週母はスムージーを作ってくれる 

何を入れているのか気になって 

こっそり見てみると、僕の苦手な 

ピーマンが入っていた。 

とても「愛」を感じた。 

 

 梶  愛海   珠洲市立緑丘中学校 ２年 

  母怒る 

父なぐさめる 

どちらとも 

私を思う やさしさだ  

 

角  奨征   珠洲市立大谷小中学校 ８年（中２年） 

 いつも同じ顔を見てるのに 

あきることがない日常は 

幸せの証拠なんだな 

 



一般の部 

 

■優秀賞 

山岸 哲学   羽咋市立邑知小学校 

  しょうゆもソースもかけません 

だって 

娘のつくった たまごやきだから 

 

 長浦 雅美   羽咋市立羽咋小学校 

 初めての一人きりの通学路 

親の不安な視線を背に 

子は意気揚々と歩く 

  

今井 園子   羽咋市立余喜小学校 

  意地をはらずに「ごめんなさい」 

照れずに言える「ありがとう」 

笑顔が続くすてきな言葉 

 

下出 大祐   穴水町立向洋小学校 

  「それって違うと思うよ」 

言った事を否定され 

突如感じた子供の成長 

   

野村 晃子   金沢市立三馬学校 

  「ママおはよう。ぎゅっとして」 

毎朝５秒のくっつきタイム 

やる気全開 スイッチ ON！ 

 

 

■佳作 

篠田 夏実   志賀町立富来小学校 

 「やっぱりお母さんは優しいと思う」 

ビックリする事を言った君 

「お母さんが優しいとしたら君のおかげだと思うよ」 

ビックリしていた君 

優しいお母さんにしてくれてありがとう  



磯部 優子   志賀町立富来小学校 

 おもちゃの取り合い 誰かが泣けば仲裁に。 

母の取り合い 誰かが泣いてもそのままに。 

永遠に続いてほしい この喜び。 

 

清水 みゆき  七尾市立七尾中学校 

 見た事の無い笑顔 最近良く見るけど 

インターネットの前だけ．．． 

たまには母の前で見せて欲しい。 

 

高澤  久   七尾市立七尾中学校 

 「鬼滅の刃」 

外出自粛で 

娘と見れたよ 

 

中西 澄恵   白山市立広陽小学校 

 やったぁ！！学校に子供たちの活気 舞い戻る 

ソーシャルディスタンス 励行だけど 

心のつながりは 密 励行 

 

石井 優子   羽咋市立邑知小学校 

 「お母さん ハモッてみよう！」 

「いいねぇ。」 

「お父さん、聞いとって。」 

二人で作るハーモニー 

家族の良い時間 

 

柴田 沙夜   小松市立第一小学校 

 「命ってなに？」「ここにいるあなたの事だよ」 

カッコつけて言ってみてから ハッとした 

うん、そういう事なんだ 


